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16.3

令和元年度食品健康影響評価技術研究の追加公募における採択課題

（総合コメント）
公募内容に合致しており、適切な人選がされている。現在の提案内容に加え、国
際的整合性のとれた手法について考察すれば、より成果が期待される。
 
（その他）
・毒性評価側からのアプローチは妥当だが、国際的整合性のある評価手法であ
る実際のばく露量推定の方法についても考察することを期待する。
・海外評価事例の調査について、より具体的な方法・見込まれる成果を示してほ
しい。また、JMPR等の中心的メンバーからのヒアリングが望まれる。

農薬の食品健康影響評価においては、有効成分（親化合物）のみではなく植物
や動物体内において生じる代謝物の評価も重要である。近年、JMPR
（FAO/WHO合同残留農薬専門家会議）やEFSA（欧州食品安全機関）では、原
則、全ての代謝物について安全性の評価を行うという考え方に基づき、in silico
評価技術を始めとした新しい評価手法の活用が進められている。本研究は、国
際機関等における農薬代謝物の評価方法や考え方及び評価事例の調査を行
い、それらの評価手法の我が国における農薬評価への適用について検討し、得
られた成果をもとに我が国における新たな評価の考え方を提案することを目的
としている。

国際動向に立脚した農
薬代謝物の新たなリス
ク評価手法に関する研
究（令和元～２年度）

１
小野　敦

（岡山大学）
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